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【特集】火災や救急の場合、
　　　 落ち着いて 119 番通報できますか？

《表紙》
檀家の一人が明治 17 年に身
延山久遠寺に参詣したとき、
境内のしだれ桜に感動してそ
の苗木を譲り受けて植えたと
伝えられる「妙祐寺のしだれ
桜」。今年もたくさんの人が
訪れていました。

　　　　　　（３月 30 日）
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若
狭
消
防
署
管
内
で
は
、
平
成
二
十
年
中
、

消
防
車
や
救
急
車
が
二
千
二
百
四
十
一
回
出

場
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
消
防
車
の
出
場
は

十
一
回
で
し
た
。

　

火
災
は
、
注
意
す
れ
ば
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
火
災
を
一
件
で

も
減
ら
す
た
め
、わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
再
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

万
が
一
、
火
災
な
ど
が
発
生
し
一
一
九
番
通
報
す
る
場
合
、
落
ち
着
い
て

通
報
で
き
ま
す
か
？
落
ち
着
い
て
冷
静
に
状
況
を
伝
え
る
こ
と
が
、
迅
速
な

対
応
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

火
災
や
救
急
の
場
合
、

　

落
ち
着
い
て
119
番
通
報
で
き
ま
す
か
？

　

「
火
災
」
に
つ
い
て
知
る

　

小
浜
市
で
は
、
平
成
二
十
年

中
に
火
災
が
二
件
発
生
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
下
の
グ
ラ
フ
の
と
お

り
、
過
去
五
年
間
で
最
も
火
災

の
発
生
が
少
な
か
っ
た
ん
で

す
。
火
災
予
防
の
広
報
活
動
や

初
期
消
火
訓
練
な
ど
を
行
っ
て

き
た
こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
防
火
意
識
が
向
上
し
て
き
た

成
果
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
見
て
み
る
と
、
毎

年
約
五
万
四
千
件
も
の
火
災
が

発
生
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
十

年
で
最
も
多
い
出
火
原
因
は
何

だ
か
わ
か
り
ま
す
か
？

　

実
は
「
放
火
」
な
ん
で
す
。

放
火
は
犯
罪
で
あ
り
、
許
さ
れ

な
い
行
為
で
す
が
、
家
の
周
り

に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な

い
な
ど
、
自
己
防
衛
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

　

放
火
を
除
き
、
出
火
原
因
の

多
く
は「
コ
ン
ロ
か
ら
の
出
火
」

「
た
ば
こ
の
不
始
末
」「
ス
ト
ー

ブ
か
ら
の
出
火
」
で
す
。

　

台
所
で
火
を
使
っ
て
い
る
と

き
は
絶
対
に
離
れ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
火
元
か
ら
離

れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
止
め
て

か
ら
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
ば
こ
に
つ
い
て
は
、
寝
た

ば
こ
や
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
。

ス
ト
ー
ブ
に
つ
い
て
は
、
燃
え

や
す
い
物
を
近
く
に
置
か
な

い
、
洗
濯
物
を
上
に
干
さ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
安
全
装
置
の
付
い
て

い
な
い
古
い
暖
房
器
具
な
ど
を

お
使
い
で
し
た
ら
、
き
ち
ん
と

点
検
整
備
す
る
か
買
い
替
え
る

な
ど
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
二
十
三
年
五
月
三
十
一

日
ま
で
に
「
住
宅
用
火
災
警
報

器
」
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
夜
間
の
火
災
で
逃

げ
遅
れ
に
よ
る
死
亡
を
減
ら
す

た
め
、
皆
さ
ん
必
ず
設
置
し
て

く
だ
さ
い
。

　

わ
た
し
た
ち
消
防
職
員
を
始

め
、
誰
も
が
火
災
ゼ
ロ
を
願
っ

て
い
ま
す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
が

注
意
し
て
火
災
ゼ
ロ
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。　

コンロ かまど ストーブ こたつ ボイラー 配線器具 ろうそく その他 不  明、
調査中

建
物

住宅 1 1 1 1 1

その他 1 1 1

車両 1

その他 1 1
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火災発生状況（小浜市）

出火原因別発生状況（平成 20 年　若狭消防署管内）

若狭消防組合消防本部　予防課

山口  俊明  消防司令補（副主幹）
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通
報
か
ら
現
場
ま
で
迅
速
に

通報受付発信地表示

固定電話や一部の
携帯電話からの通
報時、場所を特定
できます

予告指令

119 番通報の内容
を聴取しながら、
予告の放送が署内
に流れます

自動出場指定

災害の内容に応じ
て最適な部隊を自
動的に選別、編成
します

災害支援情報

各車両に搭載して
いる端末で消防本
部からの指示を受
けます

出　場出場指令

各署に音声指令と
指令書の出力を自
動的に行います

現場到着

新

新

119
番
通
報
は
冷
静
に

①
ま
ず
は
身
の
安
全
を
確

保
し
て
か
ら
、
落
ち
着

い
て
「
一
一
九
番
」
に
電
話
を

か
け
て
く
だ
さ
い
。固
定
電
話
、

携
帯
電
話
、
ど
ち
ら
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。

②
若
狭
消
防
本
部
に
つ
な

が
る
と
、
最
初
に
「
火

災
」
か
「
救
急
」
の
ど
ち
ら
か

を
聞
か
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、

「
火
災
」
と
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

③
次
に
出
火
場
所
を
聞
か

れ
ま
す
の
で
、
住
所
や

世
帯
主
な
ど
を
答
え
て
く
だ
さ

い
。
自
宅
以
外
の
場
合
は
、
近

若
狭
消
防
署
の
車
両
紹
介

く
の
看
板
や
商
店
な
ど
、
目
印

と
な
る
も
の
を
答
え
て
く
だ
さ

い
。④

次
は
「
何
が
燃
え
て
い

る
の
か
」
な
ど
の
状
況

を
聞
か
れ
ま
す
の
で
、
落
ち
着

い
て
答
え
て
く
だ
さ
い
。

＊

　

若
狭
消
防
本
部
で
は
、
通
報

さ
れ
た
内
容
に
よ
っ
て
、
は
し

ご
車
や
化
学
車
な
ど
を
含
め
た

最
適
な
出
場
隊
を
編
成
し
て
現

場
に
向
か
い
ま
す
。
正
確
に
状

況
を
伝
え
る
こ
と
が
、
迅
速
な

対
応
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
「
救
急
」
の
通
報
も
、
火
災

と
同
様
で
す
。
落
ち
着
い
て
場

所
と
症
状
を
伝
え
て
く
だ
さ

い
。

　

救
急
の
出
場
件
数
は
、
平
成

二
十
年
で
千
百
三
十
六
件
と
過

去
最
多
で
、
一
日
に
三
件
以
上

出
場
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

高機能消防指令センターの
　システムが新しくなりました

〜通報受信から最短時間で現場到着するための最新システム〜

　

三
月
八
日
、
十
三
年
ぶ
り
に

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
シ
ス
テ

ム
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

•

発
信
地
表
示
シ
ス
テ
ム

•

車
両
運
用
端
末
装
置

が
導
入
さ
れ
、
よ
り
早
く
、
よ

り
的
確
に
指
令
を
出
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
一
一
九

番
通
報
を
受
付
中
に
最
適
な
部

隊
を
出
場
さ
せ
、
聞
き
取
っ
た

内
容
を
走
行
車
両
内
の
端
末
に

送
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

通
報
す
る
と
き
は
落
ち
着
い
て

状
況
を
正
確
に
伝
え
て
く
だ
さ

い
。

１月 31日から
　電話番号が
　　変わりました

【若狭消防本部】
　代　表  ☎ 53・0119
　総務課  ☎ 53・5212
　予防課  ☎ 53・5213
　警防課  ☎ 53・5214

【若狭消防署】
　　☎ 53・5211 800

900

1,000

1,100

1,200

　　20　年191817平成 16    

（件）

958

1,124

救急出場件数（小浜市）

1,038

1,118 1,136

　

も
し
火
事
が
発
生
し
た
ら
、
あ
な
た
は
冷
静
に
通
報

で
き
ま
す
か
？
仮
に
自
宅
か
ら
出
火
し
た
と
し
て
、
ど

う
通
報
す
る
と
い
い
の
か
、
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

119 番通報でモニターに出火
場所、出場部隊を表示します

ポンプ自動車

最も代表的な消防車両で、一般の
火災時に出場します

指揮車はしご車

災害時に消防本部とデータ交信
し、現場で指示を出します

31㍍の高さまで伸び、はしごの上
からでも放水できます

化学車救助工作車高規格救急車

2,000㍑の水、500㍑の薬液が積
まれ、油火災時などに出場します

数多くの資機材が積まれ、災害時
に救助のため出場します

救命士が特別な処置を行えるよ
う、通常より大きくなっています

若狭消防組合消防本部

警防課　通信指令室

山田  晃史  消防士長
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人 

事 

異 

動

　

市
で
は
、
観
光
局
創
設
や
産
業
の
活
性

化
な
ど
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
実
現
す
る
た
め

の
組
織
機
構
に
改
め
、「
市
民
に
わ
か
り

や
す
い
ス
リ
ム
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
組
織
」

を
目
指
し
て
、
四
月
一
日
付
け
で
人
事
異

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

機
構
改
革
に
つ
い
て
は
、
八
部
局
体
制

を
七
部
局
体
制
に
移
行
し
て
、
課
、
室
、

グ
ル
ー
プ
な
ど
の
見
直
し
を
行
っ
た
ほ

か
、
複
数
の
部
課
に
関
連
す
る
事
務
事
業

を
総
合
的
、
効
率
的
に
処
理
す
る
た
め
の

チ
ー
ム
制
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
市
民
ま
ち
づ
く
り
部
を
廃
止
し
、
部
を

　
再
編
整
理

②
産
業
部
門
の
連
携
強
化

③
観
光
交
流
課
に
観
光
局
創
設
準
備
室
を

　
新
設

④
健
康
長
寿
課
と
医
務
保
健
課
を
、
介
護

　
長
寿
課
と
保
険
健
康
課
に
再
編

⑤
企
画
部
財
政
課
に「
行
政
改
革
推
進
室
」

　
を
設
置

⑥
企
画
課
に
「
政
策
推
進
グ
ル
ー
プ
」
を

　
新
設

⑦
企
画
部
に
情
報
課
を
新
設

⑧
世
界
遺
産
推
進
室
を
文
化
遺
産
活
用
課

　
に
改
め
教
育
委
員
会
に
移
管

⑨
関
係
課
の
連
携
を
強
化
す
る
た
め
、「
観

　
光
お
ば
ま
推
進
チ
ー
ム
」「
元
気
で
長

　

生
き
推
進
チ
ー
ム
」「
ま
ち
な
み
保
存

　
整
備
チ
ー
ム
」
を
設
置

⑩
昨
年
度
当
初
比
十
三
人
の
職
員
を
減

⑪
部
次
長
級
の
「
マ
ネ
ジ
ャ
ー
」「
政
策

　
審
議
監
」
を
「
部
次
長
」
に
統
一

　

異
動
は
、
部
長
級
六
人
、
部
次
長
級
七

人
、課
長
級
十
人
を
含
む
百
十
五
人
で
す
。

（　

）内
は
旧
任
・
旧
所
属
。Ｇ
Ｌ
は
グ
ル
ー

プ
リ
ー
ダ
ー
。

■
部
長

●
総
務
部
長　

田
井
克
己
（
監
査
委
員
事

務
局
長
）　

●
企
画
部
長　

富
田
実
（
市
民
ま
ち
づ
く

り
部
長
）　

●
民
生
部
長　

塩
野
喜
一
郎
（
総
合
政
策

部
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）　

●
産
業
部
長　

大
江
正
男
（
福
祉
環
境
部

長
）　

●
監
査
委
員
事
務
局
長　

中
西
武
司

（
総
務
部
長
）　

●
教
育
部
長　

藤
沢
徹
（
市
民
ま
ち
づ
く

り
部
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）　

■
部
次
長

●
企
画
部
▼
部
次
長
兼
食
の
ま
ち
づ
く
り

課
長
事
務
取
扱　

吉
岡
澄
夫(

福
祉
環
境

部
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

●
民
生
部
▼
部
次
長
兼
介
護
長
寿
課
長
事

務
取
扱　

山
本
博(

総
合
政
策
部
政
策
審

議
監
）

●
産
業
部
▼
部
次
長
兼
農
林
水
産
課
長
事

務
取
扱　

井
上
崇
（
農
林
水
産
省
）
▼
部

次
長
兼
都
市
整
備
課
長
事
務
取
扱　

中
村

勉
（
福
井
県
）

●
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
事
務
取
扱　

熊
谷
博
司
（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）

●
教
育
委
員
会
事
務
局
▼
部
次
長
兼
教
育

総
務
課
長
事
務
取
扱　

重
田
治
樹
（
教
育

委
員
会
事
務
局
政
策
審
議
監
）
▼
部
次
長

兼
生
涯
学
習
課
長
事
務
取
扱　

柴
田
長
成

（
総
務
部
政
策
審
議
監
）

■
課
長

●
総
務
部
▼
秘
書
課
長　

井
上
助
博
（
農

林
水
産
課
長
）　

●
企
画
部
▼
企
画
課
長　

西
尾
清
順
（
商

工
振
興
課
中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
室

長
・
主
幹
）
▼
情
報
課
長　

芝
田
明
和
（
鉄

道
新
線
・
公
共
交
通
課
長
）
▼
財
政
課
長

　

藤
本
周
次
（
企
画
調
整
課
Ｇ
Ｌ
・
主
幹
）

●
民
生
部
▼
保
険
健
康
課
長　

木
橋
智
明

（
体
育
課
長
）
▼
市
民
課
長　

品
川
憲
治

（
医
務
保
健
課
長
）　

●
産
業
部
▼
商
工
振
興
課
長　

坪
内
定
和

（
市
長
室
長
）　

●
教
育
委
員
会
事
務
局
▼
文
化
遺
産
活
用

課
長　

前
野
光
信
（
市
民
生
活
課
長
）
▼

体
育
課
長　

田
中
毅
志
（
議
会
事
務
局
次

長
・
主
幹
）
▼
図
書
館
長　

杉
本
泰
俊
（
世

界
遺
産
推
進
室
調
査
役
・
課
長
）

■
主
幹

●
総
務
部
▼
総
務
課
Ｇ
Ｌ　

滝
口
克
巳

（
総
合
防
災
課
Ｇ
Ｌ
・
主
幹
）
▼
総
務
課

Ｇ
Ｌ　

武
永
幸
裕
（
監
査
委
員
事
務
局
次

長
・
上
席
課
長
補
佐
）
▼
総
務
課
契
約
検

査
室
長　

地
村
敏
幸（
都
市
整
備
課
Ｇ
Ｌ
・

上
席
課
長
補
佐
）
▼
生
活
安
全
課
消
費
生

活
相
談
室
長　

上
塚
康
成
（
総
合
防
災
課

Ｇ
Ｌ
・
主
幹
）　

●
企
画
部
▼
企
画
課
Ｇ
Ｌ　

松
林
吉
博

（
食
の
ま
ち
づ
く
り
課
Ｇ
Ｌ
・
主
幹
）
▼

企
画
課
総
合
交
通
推
進
室
長　

内
方
政
弘

（
鉄
道
新
線
・
公
共
交
通
課
Ｇ
Ｌ
・
上
席

課
長
補
佐
）
▼
情
報
課
Ｇ
Ｌ　

大
岸
美
由

紀
（
市
長
室
Ｇ
Ｌ
・
課
長
補
佐
）
▼
財
政

課
Ｇ
Ｌ　

大
下
雅
章（
教
育
総
務
課
Ｇ
Ｌ
・

主
幹
）
▼
財
政
課
行
政
改
革
推
進
室
長　

松
井
俊
樹
（
社
会
福
祉
課
少
子
化
対
策
推

進
室
Ｇ
Ｌ
・
上
席
課
長
補
佐
）
▼
食
の
ま

ち
づ
く
り
課
食
文
化
館
支
配
人　

小
南
弘

幸
（
農
林
水
産
課
Ｇ
Ｌ
・
上
席
課
長
補
佐
）

●
民
生
部
▼
介
護
長
寿
課
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
所
長　

仲
野
郁
夫
（
健
康
長
寿

課
Ｇ
Ｌ
・
主
幹
）
▼
保
険
健
康
課
Ｇ
Ｌ　

増
田
吉
裕
（
農
林
水
産
課
Ｇ
Ｌ
・
上
席
課

長
補
佐
）
▼
環
境
衛
生
課
Ｇ
Ｌ　

吉
村
忠

康
（
市
長
室
Ｇ
Ｌ
・
主
幹
）　

●
産
業
部
▼
商
工
振
興
課
中
心
市
街
地
活

性
化
推
進
室
長　

岩
田
拓
美
（
税
務
課
Ｇ

Ｌ
・
主
幹
）
▼
観
光
交
流
課
国
際
交
流
室

長　

安
田
一
雄
（
観
光
交
流
課
国
際
交
流

室
長
・
上
席
課
長
補
佐
）
▼
観
光
交
流
課

観
光
局
創
設
準
備
室
長　

橋
本
長
一
朗

（
総
務
課
Ｇ
Ｌ
・
主
幹
）
▼
農
林
水
産
課

Ｇ
Ｌ　

天
谷
祥
直
（
農
林
水
産
課
Ｇ
Ｌ
・

上
席
課
長
補
佐
）
▼
都
市
整
備
課
Ｇ
Ｌ　

舘
勲
一
（
都
市
整
備
課
Ｇ
Ｌ
・
上
席
課
長

補
佐
）
▼
都
市
整
備
課
舞
鶴
若
狭
自
動
車

道
対
策
室
長　

松
﨑
行
生
（
都
市
整
備
課

Ｇ
Ｌ
・
主
幹
）　

●
議
会
事
務
局
▼
次
長　

大
野
木
徹
（
企

画
調
整
課
Ｇ
Ｌ
・
上
席
課
長
補
佐
）　

●
監
査
委
員
事
務
局
▼
次
長　

赤
川
誠
一

（
総
務
課
Ｇ
Ｌ
・
主
幹
）　

●
教
育
委
員
会
事
務
局
▼
教
育
総
務
課
Ｇ

Ｌ　

岡
本
武
（
福
井
県
教
育
委
員
会
）
▼

生
涯
学
習
課
Ｇ
Ｌ　

山
本
昌
成
（
文
化
生

涯
学
習
課
Ｇ
Ｌ
・
上
席
課
長
補
佐
）
▼
体

育
課
Ｇ
Ｌ　

下
島
潤
一
（
体
育
課
Ｇ
Ｌ
・

上
席
課
長
補
佐
）
▼
若
狭
総
合
公
園
温
水

プ
ー
ル
所
長　

西
島
清
康（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
・

市
民
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー
所
長
・
上
席
課

長
補
佐
）

■
課
長
補
佐

●
総
務
部
▼
秘
書
課　

内
田
和
信
（
環
境

衛
生
課
Ｇ
Ｌ
）
▼
税
務
課
Ｇ
Ｌ　

出
口
美

千
子
（
社
会
福
祉
課
Ｇ
Ｌ
）
▼
税
務
課
Ｇ

Ｌ　

津
田
実
（
税
務
課
）
▼
生
活
安
全
課

Ｇ
Ｌ　

津
田
修
二
（
観
光
交
流
課
Ｇ
Ｌ
）

●
企
画
部
▼
企
画
課
Ｇ
Ｌ　

濱
中
睦
美

（
健
康
長
寿
課
Ｇ
Ｌ
）
▼
情
報
課
Ｇ
Ｌ　

石
田
悟
司
（
嶺
南
広
域
行
政
組
合
派
遣
）

▼
食
の
ま
ち
づ
く
り
課
Ｇ
Ｌ　

檀
野
清
隆

（
食
の
ま
ち
づ
く
り
課
）
▼
食
の
ま
ち
づ

く
り
課　

中
田
典
子
（
食
の
ま
ち
づ
く
り

課
）　

●
民
生
部
▼
社
会
福
祉
課
Ｇ
Ｌ　

中
野
純

子
（
食
文
化
館
副
支
配
人
）
▼
社
会
福
祉

課
少
子
化
対
策
推
進
室
Ｇ
Ｌ　

松
川
雅
弘

（
文
化
生
涯
学
習
課
Ｇ
Ｌ
）
▼
遠
敷
保
育

園
長　

田
村
和
子
（
加
斗
保
育
園
長
）
▼

今
富
第
一
保
育
園
長　

小
畑
智
恵
（
今

富
第
一
保
育
園
）
▼
中
名
田
保
育
園
長　

大
下
小
百
合
（
雲
浜
保
育
園
）
▼
加
斗
保

育
園
長　

地
村
秀
代
（
宮
川
保
育
園
）
▼

介
護
長
寿
課
Ｇ
Ｌ　

和
久
田
和
典
（
総
務

課
）
▼
市
民
課
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活

動
交
流
セ
ン
タ
ー
所
長　

西
田
雅
志
（
都

市
整
備
課
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
対
策
室
長

補
佐
）　

●
産
業
部
▼
農
林
水
産
課
Ｇ
Ｌ　

前
野
浩

良
（
上
下
水
道
課
Ｇ
Ｌ
）
▼
都
市
整
備
課

Ｇ
Ｌ　

兼
田
清
史
（
契
約
検
査
課
Ｇ
Ｌ
）

▼
都
市
整
備
課
Ｇ
Ｌ　

田
中
正
俊
（
都
市

整
備
課
）
▼
上
下
水
道
課
Ｇ
Ｌ　

地
村
知

代
（
税
務
課
）
▼
上
下
水
道
課
Ｇ
Ｌ　

青

木
英
希
（
上
下
水
道
課
）　

●
教
育
委
員
会
事
務
局
▼
教
育
総
務
課
Ｇ

Ｌ　

伊
須
田
尚
（
財
政
課
Ｇ
Ｌ
）
▼
小
浜

幼
稚
園
長　

古
谷
弥
恵
子
（
中
名
田
保
育

園
長
）
▼
生
涯
学
習
課
Ｇ
Ｌ　

松
井
直
美

（
税
務
課
Ｇ
Ｌ
）

■
企
画
主
査

●
総
務
部
▼
総
務
課　

内
田
靖
彦
（
企
画

調
整
課
）
▼
総
務
課
契
約
検
査
室　

西
本

喜
代
美
（
上
下
水
道
課
）
▼
税
務
課　

今

村
昭
広
（
財
政
課
）　

●
民
生
部
▼
雲
浜
保
育
園　

畠
中
洋
子

（
内
外
海
児
童
セ
ン
タ
ー
）
▼
宮
川
保
育

園　

大
橋
敏
美
（
小
浜
第
二
保
育
園
）
▼

介
護
長
寿
課　

田
中
陽
子（
社
会
福
祉
課
）

▼
介
護
長
寿
課　

藤
本
雅
樹
（
市
長
室
）

▼
保
険
健
康
課　

善
定
末
雄
（
健
康
長
寿

課
）　

●
産
業
部
▼
農
林
水
産
課　

山
口
幹
子

（
医
務
保
健
課
）
▼
都
市
整
備
課
舞
鶴
若

狭
自
動
車
道
対
策
室　

大
山
孝
幸
（
農
林

水
産
課
農
業
生
産
担
い
手
支
援
室
）
▼
上

下
水
道
課　

田
井
隆
行
（
農
林
水
産
課
）

●
会
計
課　

西
島
登
美
（
体
育
課
）
▼
会

計
課　

田
中
博
恵
（
議
会
事
務
局
）　

●
議
会
事
務
局　

坂
下
智
子
（
市
長
室
）

●
教
育
委
員
会
事
務
局
▼
生
涯
学
習
課　

森
達
郎
（
都
市
整
備
課
）
▼
体
育
課　

林

久
美
子
（
環
境
衛
生
課
）

■
主
査
・
主
事

●
総
務
部
▼
秘
書
課　

竹
原
恵
子
（
財
政

課
）
▼
総
務
課　

重
田
洋
輔
（
税
務
課
）

▼
税
務
課　

石
田
崇
（
文
化
生
涯
学
習
課

文
化
文
芸
振
興
室
）
▼
税
務
課　

片
岡
稔

博
（
福
井
県
派
遣
）
▼
税
務
課　

宮
本
和

弥
（
健
康
長
寿
課
）　

●
企
画
部
▼
企
画
課　

久
保
芳
樹
（
税
務

課
）
▼
情
報
課　

瀬
尾
光
博
（
健
康
長
寿

課
）
▼
財
政
課　

畑
田
恭
央
（
税
務
課
）

▼
財
政
課　

池
野
は
る
か
（
会
計
課
）　

●
民
生
部
▼
社
会
福
祉
課　

大
山
祐
子

（
企
画
調
整
課
）
▼
社
会
福
祉
課　

小
川

裕
史
（
文
化
生
涯
学
習
課
）
▼
社
会
福
祉

課　

柄
本
歩
美
（
食
の
ま
ち
づ
く
り
課
）

辞令交付式で宣誓する奥村直己さん
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▼
小
浜
第
二
保
育
園　

内
藤
ひ
と
み
（
小

浜
第
一
保
育
園
）
▼
遠
敷
保
育
園　

吉
田

め
ぐ
み
（
雲
浜
保
育
園
）
▼
今
富
第
一
保

育
園　

早
佐
古
真
由
（
遠
敷
保
育
園
）
▼

口
名
田
保
育
園　

堂
下
友
紀
（
小
浜
幼
稚

園
）
▼
内
外
海
児
童
セ
ン
タ
ー　

田
中
良

恵
（
今
富
第
一
保
育
園
）
▼
介
護
長
寿
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

早
佐
古
祐
子

（
医
務
保
健
課
）
▼
環
境
衛
生
課　

的
場

英
美
（
鉄
道
新
線
・
公
共
交
通
課
）
▼
環

境
衛
生
課　

藤
本
英
朗
（
上
下
水
道
課
）

●
産
業
部
▼
農
林
水
産
課　

畑
中
直
樹

（
上
下
水
道
課
）
▼
農
林
水
産
課　

大
谷

太
一
郎
（
都
市
整
備
課
）
▼
農
林
水
産
課

　

建
矢
智
司
（
環
境
衛
生
課
）
▼
都
市
整

備
課　

竹
内
裕
喜
（
総
務
課
）
▼
上
下
水

道
課　

森
田
真
至
（
社
会
福
祉
課
）
▼
上

下
水
道
課　

城
戸
彩
子
（
農
林
水
産
課
）

■
技
能
労
務
職

●
民
生
部
▼
口
名
田
保
育
園　

高
山
タ
ヅ

エ
（
加
斗
保
育
園
）　

●
教
育
委
員
会
事
務
局
▼
小
浜
中
学
校
業

務
指
導
員　

奥
村
喜
美
江
（
遠
敷
小
用
務

調
理
員
）

■
派
遣

▼
嶺
南
広
域
行
政
組
合
《
課
長
補
佐
》　

橋
本
敏
博
（
市
長
室
）
▼
福
井
県　

重
田

健
吾
（
農
林
水
産
課
）

■
新
採
用

▼
税
務
課　

木
谷
倫
子
▼
小
浜
第
一
保
育

園　

髙
鳥
あ
す
か
▼
雲
浜
保
育
園　

松
居

由
佳
▼
西
津
保
育
園　

大
下
光
彩
▼
今
富

第
一
保
育
園　

中
島
直
子
▼
農
林
水
産
課

　

奥
村
直
己

■
退
職

▼
東
武
雄
（
総
合
政
策
部
長
）
▼
柴
田
道

和
（
産
業
建
設
部
長
）
▼
島
本
俊
博
（
教

育
部
長
）
▼
高
橋
敏
惠
（
総
合
政
策
部
政

策
審
議
監
）
▼
松
浦
英
明
（
生
涯
学
習
課

文
化
文
芸
振
興
室
長
）
▼
古
谷
芳
夫
（
若

狭
総
合
公
園
温
水
プ
ー
ル
次
長
）
▼
小
谷

恵
一
（
衛
生
管
理
所
次
長
）
▼
森
下
和
子

（
市
民
生
活
課
男
女
共
同
参
画
室
長
）
▼

泉
き
よ
子
（
遠
敷
保
育
園
長
）
▼
田
中
美

千
代（
小
浜
幼
稚
園
長
）▼
吉
田
芳
江（
今

富
第
一
保
育
園
長
）
▼
三
谷
由
美
子
（
上

下
水
道
課
Ｇ
Ｌ
）
▼
西
尾
千
恵
美
（
教
育

総
務
課
Ｇ
Ｌ
）
▼
松
林
ち
え
子
（
会
計
課
）

▼
藤
田
富
久
枝
（
宮
川
小
学
校
用
務
調
理

員
）
▼
森
下
房
子
（
今
富
小
学
校
用
務
調

理
員
）
▼
大
江
栄
子
（
口
名
田
保
育
園
用

務
員
兼
給
食
調
理
員
）

▼
農
林
水
産
省
復
帰　

大
熊
武（
政
策
幹
）

▼
福
井
県
教
育
委
員
会
復
帰　

山
内
良
弘

（
教
育
委
員
会
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

前
向
き
に
楽
し
く
す
る
こ
と
が
非
常

に
大
事
。
わ
た
し
自
身
、
楽
し
み
な

が
ら「
ワ
ク
ワ
ク
で
き
る
ま
ち
小
浜
」

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
新
採
用
の
皆
さ
ん
は
、
と
に
か
く

ど
ん
な
こ
と
に
も
全
力
で
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
新
し
い

道
が
開
け
て
く
る
と
思
う
。

　
本
年
度
の
職
員
数
は
、
昨
年
度
よ

り
十
三
人
減
の
三
百
二
十
八
人
と

な
っ
た
。
か
な
り
厳
し
く
、
無
理
が

か
か
っ
て
く
る
か
と
思
う
が
、
何
と

か
ふ
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
。

　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
一
つ
で
あ
る
観

光
局
創
設
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
し

た
。
観
光
と
い
う
切
り
口
で
、
産
業

や
福
祉
、
す
べ
て
を
発
展
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
う
。
こ
れ
ま
で
大

成
功
を
収
め
て
い
る
「
食
の
ま
ち
づ

く
り
」「
食
育
」
を
さ
ら
に
次
の
ス

テ
ー
ジ
へ
展
開
さ
せ
、
市
民
が
元
気

で
長
生
き
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
、
新
し
い
体
制
で
ベ
ス
ト
を
尽

く
し
て
ほ
し
い
。　

　

新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
当
た
り
、

あ
る
会
社
の
社
長
が
言
っ
て
お
ら
れ

た
こ
と
を
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

　
「
会
社
に
と
っ
て
必
要
な
人
と
は

ど
の
よ
う
な
人
か
を
い
つ
も
考
え
て

い
た
と
こ
ろ
、「
初
め
て
の
こ
と
を

や
り
た
が
る
人
」「
あ
き
ら
め
な
い

人
」「
工
夫
を
す
る
人
」に
到
達
し
た
。

こ
の
よ
う
な
社
員
が
た
く
さ
ん
い
る

と
、
会
社
は
う
ま
く
い
く
」

　
こ
れ
は
、
市
役
所
に
も
当
て
は
ま

る
と
思
う
。
異
動
の
あ
っ
た
人
は
、

新
し
い
職
場
に
戸
惑
う
だ
ろ
う
が
、

や
っ
た
こ
と
が
な
い
と
逃
げ
る
の
で

は
な
く
、「
と
に
か
く
や
っ
て
み
る
」。

そ
し
て
、「
や
り
始
め
た
ら
簡
単
に

あ
き
ら
め
ず
、と
こ
と
ん
や
る
」。「
問

題
が
出
て
き
た
ら
何
と
か
工
夫
す

る
」。
皆
さ
ん
が
そ
う
い
う
態
度
で

臨
め
ば
、市
役
所
は
必
ず
よ
く
な
る
。

市
役
所
が
よ
く
な
れ
ば
小
浜
市
が
よ

く
な
り
、
や
が
て
社
会
が
よ
く
な
る

と
思
う
。

　

嫌
々
仕
事
を
す
る
の
で
は
な
く
、

辞
令
交
付
式
で
の
市
長
訓
示

職員心得を策定しました！
　市では、質の高い行政サービスの提供と健全財政の維持を目指し、行政改革
を推進しています。
　こうした中、市民に親しまれ信頼される職員を目指し、「小浜市職員心得 10
カ条」を策定しました。この心得を常に意識し、市民サービスの向上に努めます。

■問い合わせ　行政改革推進室☎内線 337

小浜市職員心得　10カ条
１．捨てよう　その固定観念
　　　これまでの業務方法にとらわれず、改善できるところは改善して、よりよいサービ
　　　スが提供できるように取り組みます

２．柔軟であること。ただし、理念は貫くこと
　　　多様化する市民ニーズに応えるため、確固たる理念を持ちながらもさまざまアイデ
　　　アを取り入れて柔軟に行動します

３．他人の批判より、自分の行動
　　　他人を批判するよりも、まず自分自身が行動で示していきます

４．行動のないところに結果は生まれない
　　　行動は必ずしもよい結果が生まれるとは限りませんが、行動しなければ何も　　　
　　　始まりません。迅速に行動します

５．独りで悩まず、抱えず、みんなで乗り越えよう
　　　独りで悩まず、抱えず、グループでどんどん議論して、アイデアを生み出し、チー
　　　ムワークで進めていく体制を構築します

６．最小の経費で最大の効果を
　　　コスト意識、経営感覚を持って効率的かつ効果的な仕事に取り組みます

７．何がないかより、何があるかで発想しよう
　　　ないことを嘆くよりも、今あるものの中で工夫します

８．笑顔であいさつ
　　　すべての始まりはあいさつから。もう一度基本に戻って、笑顔であいさつします

９．市民の声を大切に
　　　市民からいただいた意見や要望には誠実に対応し、市民との信頼関係を築きます

10．市民の立場で考えます
　　　自分がサ−ビスを受けるなら、どう対応してくれるとうれしいかを常に
　　　考えて行動します


